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Studies in and on Teacher Education
センター紀要『福井大学教育実践研究』第30号）を参照願いたいが、次の3つの教授会声
明に集約されている。①「地域の教育改革を支える教育系学部・大学院における教師教育の
あり方」（2000．09－14）、②r地域に根ざし開かれた教育・学術・研究の拠点としての教育
地域科学部のあり方」（2001．1α05）、③「21世紀における日本の教師教育改革のデザ
インー地域の教育改革を支えるネットワークと協働のセンター」（2002．03．05）
（18）教育実践研究に関しては『教育実践の省察と展望』、ライフパートナー事業に関し
ては『ライフパートナー活動報告書』、探求ネットワーク事業に関しては『共同探求者を育
むプロセス』と題して、それぞれ発行している。特に探求ネットワークは学生主体で編集
発行している。
（19）学部4年間、探求ネットワークの活動をリードし大学院に進学して附属学校でイン
ターンシップを経験した4人の院生の修論テーマ（2006年度提出）を以下に紹介する。r長
期にわたる探求的な学びの実践とコミュニティの展開についての省察的研究一ふれあいフ
レンドクラブ5年間の歩みから紐解く一」「科学的リテラシー形成を目指す探究型カリキュ
ラムの構成と実践一欧米の科学教育プログラムの視点から福井大学附属中学校の理科実践
を分析する一」r探究的な授業づくりをめざす教師の協働研究の展開と実践認識の発展過程
一実践記録の作成・再構成プロセスにおける実践認識の発展過程の跡づけを中心に一」「生
活科における協働活動と実践コミュニティの発展に関する実践研究」。
（20）探求ネットワークについては4本の実践論文にまとめている。①森透・寺岡英男・
柳澤昌一（2003）「小・中学生と学生との探究活動とその省察一文部科学省フレンドシップ
事業「探求ネットワーク」報告一」（福井大学教育地域科学部附属教育実践総合センター紀
要『福井大学教育実践研究』第28号）、②森透・寺岡英男・柳澤昌一（2004）「長期にわた
る総合学習の展開とその実践分析一福井大学「探求ネットワーク」の1O年一」（福井大学
教育地域科学部附属教育実践総合センター紀要『福井大学教育実践研究』第29号）、③森
透（2005）「地域と協働する実践的教員養成プロジェクトー教育COLに採択されてr」（東
海高等教育研究所『大学と教育』第39号）、④森透（2005）「地域と協働する実践的教員養
成プロジェクトの構想と実践一小・中学生と学生との協働プロジェクト「探求ネットワー
ク」一」（『日本教師教育学会年報』第14号）。
（21）活動報告書r共同探求者を育むプロセス』1（2001）から6（2006）までの6冊。全
体編と9冊のブロック編がある。特に2006年度は全体編、ブロック編、3年生報告書編の
3種類を発行している。
（22）大学院の改革実践研究コースについては、前掲、拙稿（2005）「福井大学の学部・
大学院の実践的・臨床的取組みと教育学研究の再構築」（『福井大学教育実践研究』第30号）
と、拙稿（2006）「福井大学大学院『学校改革実践研究コース』の取り組みと教職大学院」
（福井大学教育地域科学部附属教育実践総合センター紀要『福井大学教育実践研究』第31
号）で論じている。なお寺岡英男（2006）「第5章 教師教育改革の試みと課題」『教師教育
改革のゆくえ』（東京学芸大学教員養成カリキュラム開発研究センター編）も参照のこと。本
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コースについては冊子『学び合う共同体としての学校をつくるために』（2001．1）に詳しい。
「学校改革実践研究コース」は正式には「夜間主・学校改革実践研究コース」という名称
で、学校教育専修と障害児教育専修の2つがある。本稿では主に学校教育専修での取り組
みを紹介する。本コースは学校教育専修の複数の教員によって担当されており、筆者もそ
の担当者の一人である。
（23）福井大学教育地域科学部附属中学校（1999）『探究・創造・表現する総合的な学習』
東洋館出版社、同（2004）『中学校を創る一探究するコミュニティヘ』東洋館出版社。さら
に教科別の冊子（いままでの主要な実践記録を収録し、その歩みを各教科の教諭が意味づ
け省察したもの）を作成し2007年6月の公開研究集会で参加者に配布した。
（24）修論タイトルだけ紹介すれば、2003年度提出「子どもたちの科学的な探究を支える
教師の省察的実践」、rものづくりの探究の展開と教師の反省的実践一技術教育で学ぶこと
は何か一」、2004年度提出「協働の実践を省察，再構成する力を培う社会科」、「探究するコ
ミュニティヘのプロセスー数学科カリキュラム構成と全体研究運営をデザインする一」、
2005年度提出「理科学習における探究活動の構成と科学的リテラシー一一17年間の実践のあ
ゆ争をつかみ直し、これからの理科学習を展望する一」。
（25）鹿毛雅治編・前掲書、21頁。
（26）教職大学院に向けて学校改革実践研究コースとして以下の資料集を刊行している。
福井大学犬学院教育学研究科学校改革実践研究コース編『学習過程への問い』2006年3月、
同編『実践コミュニティと省察的機構』2006年3月、同編『看護専門職の実践力を育てる
実習過程の事例研究』（学校改革実践研究年報2006NO．1．2007年3月） 。
キーワード；教育実践、事例研究、省察、アイデンティティ
『教育学研究』第74巻第2号（2007年6月）特集：教育現場の多様化と教育学の課題
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